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平
成
二
七
年 

一
〇
月 

二
四
日

（
土
）
「
五
日
市
セ
ン
タ
ー
」
に

て
「
げ
ん
き
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
は
初
の
試
み
で
す
。
そ

の
第
1
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
新

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で
あ

り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
西
江
辰

郎
さ
ん
と
、
あ
き
る
野
在
住
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
大
庭
澄
美
江
さ
ん
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　

半
円
形
の
広
々
と
し
た
フ
ロ
ア

の
中
心
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
、
そ

の
回
り
を
囲
む
よ
う
に
1
2
0
名

も
の
方
に
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

会
場
内
は
と
て
も
賑
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。

　

開
演
時
間
と
な
り
、
大
き
な
拍

手
の
中
、
西
江
さ
ん
と
大
庭
さ
ん

が
登
場
し
、
げ
ん
き
コ
ン
サ
ー
ト

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
（
コ
ン

サ
ー
ト
の
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）

　

会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
優
し
く
も
力
強
い
音

と
ピ
ア
ノ
の
心
地
良
い
響
き
に
、

ご
来
場
の
方
々
は
と
て
も
満
足
さ

れ
た
様
子
で
優
雅
な
ひ
と
時
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

合
間
に
入
る
西
江
さ
ん
、
大
庭

さ
ん
の
Ｍ
Ｃ
も
演
奏
曲
の
背
景
や

西
江
さ
ん
の
幼
少
期
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
で
会
場
に
笑
い
声
が
湧
き

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。
会
場
が
名

　

残
惜
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る

　

中
で
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
ご

  

来
場
者
の
皆
様
か
ら
の
投
票
で

  
決
ま
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
曲
「
花

  
は
咲
く
」
会
場
が
一
体
と
な
っ

　

て
歌
い
、
中
に
は
感
動
の
涙
を

　

流
さ
れ
る
方
の
姿
も
見
ら
れ
ま

　

し
た
。

　

盛
大
な
拍
手
で
コ
ン
サ
ー
ト
は

　

終
了
。
そ
の
後
の
写
真
撮
影
や

　

サ
イ
ン
会
に
も
気
軽
に
応
じ
て

　

く
だ
さ
っ
た
西
江
さ
ん
と
大
庭

　

さ
ん
の
演
奏
と
親
し
み
や
す
さ

　

に
、
次
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
熱

　

望
さ
れ
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

　

大
盛
況
に
て
げ
ん
き
応
援
コ
ン

　

サ
ー
ト
は
閉
幕
す
る
こ
と
が
出

　

来
ま
し
た
。

 

病
院
は
大
き
く
分
け
る
と
、
救

急
病
院
（
一
般
病
院
）
、
療
養
病

床
、
精
神
科
病
院
に
分
か
れ
ま
す
。

当
院
は
、
療
養
病
床
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
療
養
病
床
の
役
割

で
す
が
、
急
を
要
す
る
状
態
で
は

な
い
も
の
の
、
入
院
加
療
が
必
要

な
方
、
緊
急
・
一
般
病
院
で
の
治

療
が
終
了
し
た
後
に
、
入
院
し
て

の
継
続
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要

な
方
の
た
め
の
専
門
の
病
院
で
す
。

（
医
療
保
険
を
使
っ
た
も
の
が
医

療
療
養
、
介
護
保
険
を
使
っ
た
も

の
が
介
護
療
養
と
に
分
か
れ
て
い

ま
す
）

　

当
院
で
は
、
２
０
１
５
年
の
１

月
に
介
護
療
養
病
床
５
２
床
を
医

療
療
養
病
床
Ⅱ
へ
転
換
。

１
１
月
に
医
療
療
養
の
Ⅰ
へ
転
換

し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
1
月
に

は
、
全
床
医
療
療
養
の
Ⅰ
に
転
換

致
し
ま
す
。

　

と
い
っ
て
も
・
・
・

医
療
療
養
の
Ⅱ
→
Ⅰ
に
転
換
？
す

る
っ
て
何
？
何
が
変
わ
る
の
？
と

い
っ
た
方
が
大
半
だ
と
思
い
ま
す
。

簡
単
に
言
う
と
、
看
護
師
の
人
数

を
増
員
し
、
療
養
が
必
要
な
よ
り

重
症
の
患
者
様
を
お
受
け
入
れ
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

 

今
後
に
お
い
て
も
、
地
域
の
医

療
機
関
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

医
療
福
祉
相
談
室

　
　
　

部
長 
岩 

澤 

元 

太 

郎

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

※

詳
し
く
は
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で

さつき薬局
　　　　   秋川店

介護用品・一般薬品・保険調剤

０４２５－５８－８４１６
  （あきる台病院すぐ前）

月・火・水・木・金　９：００～１８：３０
　　　　　　　　土　９：００～１３：００
        ※日曜・祭日はお休みです

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

（グループホーム滝山）

あきる台クリニック

※あきる台病院：JR五日市線 秋川駅北口下車徒歩６分

秋川駅

至八王子

至五日市
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東急
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　　　○

○
キララ
　ホール

■
■

■

あきる台病院

グループホーム秋川

あきる台
在宅医療福祉センター

○

  

市
役
所

○
○

○

青
山

ト
ヨ
タ

さ
つ
き
薬
局

至 拝島駅→

○交番

五日市街道

北口

※あきる台在宅医療福祉センター
　　　　　　　 JR五日市線 秋川駅北口下車徒歩９分

駅
前
通
り

至青梅

滝
山
街
道

「クリスマス会」のお知らせ
　　　　　　　　　（入院患者様、ご家族様）

あきる台病院では、入院患者様とそのご家族、
職員とが歌を一緒に楽しむレクリエーション
会を毎月第3水曜日に行っております。
毎回多数の患者様、ご家族様のご参加を頂き、
楽しい会を催すことができております。

平成27年１２月１６日（水）　３：００～４：００
２病棟デイルーム予定（合唱、リズム体操など）

元
気
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
さ
れ
る
！

 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
日
市
セ
ン
タ
ー

病
床
転
換
致
し
ま
し
た



あきる台病院総合相談窓口

医療相談全般・入院・転院・外来・リハビリ
福祉制度・精神保健

医療福祉相談室

人間ドック

あきる台病院　健診センター

皆様の健康を、心・身・社会の観点から多角的に
チェック・確認し、適切なサービスで支援します

確かな技術
　快　適　性
　　安　　　心

     □ お問い合わせ・ご予約はこちらまで □
ＴＥＬ：０４２－５５９－５４４９／２９４３（直通）

　 　　 　 　□ お問い合わせ □
　　電話：０４２－５５９－５７６１（代）
　　　　：０４２－５５９－５７６２（直通）
（平日・月曜日～土曜日 ９：００～１７：００）

医療・福祉の相談はこちらまで
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（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

～外来看護部からのおしらせ～

　みなさん、こんにちは看護部外来の看護主任で高水と申します。
外来看護師として、日頃より心がけていることは、安全・安心して診察が行われるよう、診療の補助や
サポートを行うこと。また、地域で療養・生活を営まれている患者様やご家族様が、安心してお過ごし
頂けるよう円滑な調整を行うこと。患者様の健康を守る。命を守る。信頼に基づいた医療を提供するた
めには、看護師として何ができるのか常に考え行動することです。

　患者さんが不安なく診察が受けられるためには、環境作りが大切です。しかし、診察の際、なかなか
思うように症状が話せない。医師に質問することが出来なかった。説明がよく分からなかったなど耳に
することもあります。もし、そのようなことがございましたら、是非気軽にお声かけ下さい。
もう一つよく耳にすることは、待ち時間のことです。これは、当院に限らず、よく聞かれます。病院の
性質上、順番ではなく状態の悪い患者様を優先して診察しなければならない場合や、その処置に時間を
要することなどがあり、一概にシステムの見直しだけで待ち時間が短縮できないといった側面もありま
す。しかし、そういった特別な場合を除き、通常の診察時には少しでも患者様のご負担を減らせるよう、
待ち時間を短縮するための努力が必要です。当院では、受付から診察、処置、処方箋、会計までの全て
の流れを円滑に行えるよう、今後も改善に努めてまいります。ご理解、ご協力の程、宜しくお願い致し
ます。

　さて、２０１５年１０月より、外来待合室に風邪・インフルエンザなどの熱発されている方の専用待
合室を設けさせて頂きました。インフルエンザは毎年冬に流行し毎シーズン日本の全人口の５～１０％
が感染します。健康な大人は１週間ほどで治癒しますが、高齢者や幼児がかかると重症化し、死に至る
こともある病気です。他の患者さんに風邪をうつさない、うつされないをモットーに安全、安心、快適
に受診して頂ける病院を目指します。受付にて、マスクの着用及び専用待合室へのご案内がありました
ら、ご協力をお願い致します。

最後に、日常でできるインフルエンザ予防のワンポイントアドバイスです！
流行前には、日頃から・・・
手洗い、うがいイをきちんと行いましょう。
インフルエン予防接種も有効です。
新聞、TVなどでインフルエンザの流行状況をチェックしましょう。

流行したら・・・
人混みや繁華街への外出は控えましょう。
外出時にはマスクを付けましょう。
室内は加湿器などで、適度な湿度を保ちましょう。
バランスのよい食事と、十分な休養をとりましょう。
うがい手洗いは、入念に行いましょう。
咳エチケットを心がけましょう。
もし、体調が悪いな、熱っぽいなと感じたら、早めに医療機関を受診して下さい。


